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1.はじめに

人工物発逮学(ADA: A貞ifactDevelopment Analysis)にっ
いては、これまで鮪所に関連した論文を発表してきたが、

スペースの制約を受けずに令休的な説明を行うことはし

ていなかった。そこで、講義や講演の場で人工物発述学

を紹介寸る際に使っているPPTを用いて、現時点での当

え方についての解説を行うこととした。読者には、この

解説の炊に挿入されているPPTのぺージを参照しながら、

この解説を読ノνでいただきたい。

2.解説

P.1

人工物窕述学は黒須が2007年に提唱した研究領域で、

黒須が 1999年に提唱したユーザエ学(userenglneering)[U
の発展形である。

ユーザエ学は、人間が目標を達成しようとする時に利

用寸る人工物の特性をユーザに適合したものとし、最終

的にユーザの全休的満足感を高めようとするもので、そ

の基軸はユーザビリティ(利用品質)と感性品質という品
質特性にある。

ニーザの満足感(satisfaction)についての検討を進める

うちに、人間(ニーザ)側の多様性と人工物側の多様性と

に注目するようになった。人間側の多様性にっいてぃえ

ぱ、ユニバーサノレデザイン(universaldeS地n)の「誰にでも」

という着眼点を参考にすると、たとえユーザビリティ評

価の結果が高くても、冏一の人工物ですべてのユーザが

満足できるわけではないという仙1面があった。また人工

物側の多様性についていえぱ、同一の目標達成のために、

多様な人工物がデザインされており、それぞれのデザイ

ンにおいて、諸々の要因をぢ慮した個別の最適化が考え

られているという側面があった。

このように、人間と人工物各々の多様性の掛け合わせ

によって、人工物は多様に窕迷し進化しており、ユーザ

と人工物との関係性を的確に把握ずることによって、よ

り人間の満足度を高める人工物のデザインが可能になる

とぢぇられた。

さらに、消費者行動論とユーザエ学との比峻により、

人工物を入手する以前と、それを入手してから以後とで

は、消費者・ユーザの価仙基準は変化するものであり、

人工物のデザインはその両方を湾慮して行うべきである

ことにも注目司、る"、要が明らかとなった。

また、ユーザビリティと同時に重要な役割を果たす感

性品質については、感覚的側面だけでなく概念的側面も

重要であると考えられ、それぞれに対する比重のかけ方

が消費老・ユーザの多様性によウて異なることも明らか
になりつつぁる。

このように、人工物発逮学は、人間の多様性 VS 人工

物の多様性、人工物入乎以前(消費者)VS 人工物入手以後

(ユーザ)、ユーザビリティ伊1」用品質)VS感性品質といった

多次元的な軸のなかで、ユーザ1学をより深化させ人工

物のデザインの進むべき方向性を汚慮する方向に展開し
イ)ノコある。
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P.2

最初に人間の多様性について考えるため、ユニバーサ

ルデザインの考え方を振り返ることにする。この概念は、

Northcar01伽a大学のMace,R.が提唱したものとされてお

り、「できる限り最大限すべての人に利用可能であるよ

うに、製品、建物、空間をデザインするごと」と定養さ
れている。

Mace自身が車椅子利用者であうたことが関係し、この

概念は、特に障害者にと0ての人工物(ここでは製品、建

物、空間と表現されている)の利用の可能性に重点を置い

ており、また建物、空間といった移動環境に言及してぃ

る点にもその影響が見られる。その意味で、ユニバーサ
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ルデザインの動きはアクセシビリティ(accessibiliw)と強
く連動している。いいかえれば、ユニバーサノレデザイン

は、まず人工物に接近(access)できることが重要であり、

炊いで、人工物が利用(use)できることが重要である、と

いうぢえ方と言うことができる。

そのため、当初のユニバーサノレデザインの活動は、ア

クセシビリティ関係者、福祉活動関係者などが中心にな

つて行われてきた。1998午に米国でりハビリテーション

法508条が改副'され、情報技術に関するアクセシビリテ

イの保証が法的に規定されたことは、国内におけるアク

セシビリティ活動の追い風となった。

その後、加齢による能力の低下は障害と共通性があり、

誰でも高齢になることによって一菰の障害者になる、と

いう弩え方から、ユニバーサルデザインは高齢者をも刈

象とするようになった。

この頃から、ユニバーサノレデザインの冴え方は、高齢

者市場を開拓しようとぢえていた企業のマーケティング

戦略と融合し、ユニバーサルデザインが市場戦略のキー

ワードとしても使われるようになった。ただし、企業側

の誤解によるものか、意図的な歪Ⅲ1によるものかは不明

だが、明らかに一般利用老にと0てのユーザビリティに

言及していると思われる場而でも、ユニバーサノレデザイ

ンというキーワードを使うケースが散見された。これは

ユニバーサルデザインというキーワードの知名度を利用

しようとした作職によるものだろう。

しかしながら、市場戰略は市場的飽和によって変化す

るため、近年は、その重要性が低下したわけではなにも

かかわらず、エロやグリーン、サステイナビリティ

(sustalnability)とい0た環境保全のキーワードに取って代
わられつつある。

な浦、ニニバーサルデザインの老え方は、その後も屡

開をっづけており、障害老・高齢者だけでなく、一般的

身体特性(身長など)、外国人・外国語、など、多而的瑠
特性を包含司、るようになうている。

火番目の「身体的な努力を少なくtること」や七番目

の「接近して使えるように大きさと空間の会都を硫保寸

ること」は、特に身休障害者に朋するアクセビリティに

つぃて述べたものと考えることが出来る。

このような点で、この7原則は記念碑・としての意義を

もっ物ではあるが、必ずしも包括的な視点によって書か

れたものではない。ただ、ユニバーサソレデザインがユー

ザの多様性を考眉するものであり、ユーザビリティとア

クセシビリティが重要であることを朋示したものとして

の意義は大きい。

P.4

ユニバーサルデザインの「できる限り最火限すべての

人」という考え方は、それまで目標ユーザ(1argeted useo

というという弩え方で人工物の設計開発を行ってきたユ

ーザビリティデザインの企業的スタンスに対して反省を

迫るものだった。つまり、目標としたユーザ以外の人た

ちにっいても可能な限り当慮すべきであるという点を指

摘Lたという点で、重要な意義をもつものである。

同時に、7 原則に見られるように、ニニバーサルデザ

インのアプローチを具体的に見た場会には、実質的にユ

ーザビリティと重なる部分が大きく、しかも言及されて

いる二ーザビリティ的側而はその一部にtぎないという

点をぢ慮すると、ユニバーサノレデザインにおけるユーザ

ビリティ的スタンスをさらに強調する彪、要があると者え

られる。

このようなことから、できる限りユーザの多様性を考

慮した二ーザビリティアプローチが重要であると弩えら

れ、黒須は2000年頃にそれをユニバーサルユーザビリテ

イ(universalusabiliw)と呼ぶことにした。現在、この帛称
を書畠にした書籍を準備中だが、2002年の企画から7年

たった現在も、諸般の事情から完成が遅れている。

なお、この概念は、 shneideman,B,も 2000年に提唱し

ているB]が、彼の場合には若十アクセシビリティに重点

を置いたものとな0ている。

P.3

ここにりストされている 7原則は、ノースカロライナ

大学のユニバーサノレデザインセンターがまとめたもの

P]で、ニニバーサルデザインの具休的原点とでもいうべ
きものである。そこには7つの原則が書かれているが、

一番目の「公平に使えること」は、明らかにユニバーサ

ルデザインの根幹に関わることである。ただ、当時Mace

の頭にあったのは、車椅子利用者を含めた障害者全般の

ことが中心だったと思われる。

二番日の「柔軟に使えること」以下、五番倒の「失敗

に対して筧大であること」までは、基本的にはアクセシ

ビリティというよりはユーザビリティに関することとい

え、ニーザビリティの一般的設計原則の一部と共通して

いる。

P.5

さて、ユニバーサルユーザビリティでぢ慮すべき人間

の多様性にはどのようなものがあるか、それを可能な限

り集めてみたのがこの表である。

ここでは多様性を特性、文脈・状況・状態、志向性の

三っのカテゴリーに分けている。すなわち概念空間にお

ける点としての人間に関する特性と、そのおかれてぃる

周囲の時間的空間的な文脈・状況・状態、それに点とし

ての人間が動いていこうとする方向に関する志向性とを

区別している。

特性の中には、生物学的特性と心理学的特性がある。

前者には、年櫛や世代、性別、身休特性、認知特性、身

休寸法等、人靴などが含まれ、後者には、・性怜、精神特
2
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性、知識・技能、知能タイプ、学習スタイル、言語能力

などが含まれる。

文脈・状況・状態には、精神状態、日常生活のタイプ、

状態、物理的状況、社会文化的状況がある。精神状態に

は、情緒的状態、意識水準が含まれ、日常生活のタイプ

には、経済状態、自由度、ライフスタイル、教育的背最、

社会的地位が含まれる。また状態には、緊急度、一時的

状況が含まれ、物理的状況には、地理的環境、物理的環

境が含まれ、さらに社会文化的状況には、歴史的背最、

文化的背景、民族、 近代化水準などが含まれる。^ヨ丑
r= nu 、

志向性には、噌好、政治的態度、宗教、伝統回掃傾向、

社会的態度、そして価値態度が含まれる。

これらの多様性は、そのすべてが常にtべての<工物

設計に関係してくるわけではないが、人間にはこのよう

な多様性があることを意識し、関連する多様性について

十分なぢ慰をすることが必要である。

3

P.6

ここでは、特に文化的多様性について説明をしている。

文化という場合、製造業等における口ーカリゼーション

では国家文化や民族文化をいうことが多いが、文化とは

それだけではない。文化を、ある集団に共通した行動や

思昔の様式と定鞍するなら、その集団としては、令世界

に共通のものもあれぱ、国ビとに異なるもの、同一の国

の中でも地域によって異なるもの、そして家族によ0て

異なるものがある。個人は集団ではないが、婦属する集

団によって個人の行動や思觜の様式がすべて規定される

わけではないので、集団の最小単位としての個人につぃ

て、その行動や思弩の様式について考慮する必要がある。

国にようて異なる文化があると同時に、民族によって

異なる文化もあり、これは中国とアメリカという国によ

つて違いが島り、その内部では共通性があるのと同時に、

中国本士にいる中国人と、シンガポールやアメリカなど

の異国にいる中国人には、居住する国が違っても共通し

た文化がある、ということである。

その他、上述の集団的文化の他に、世代による違い、

性にょる違い、所属組織による違い、宗教による違いな

どがあり、これらの重層構造の中に個人は位置づけられ
ている。

ラシー、流行感度、ユーザの美意識などの要因が含まれ

ている。このユーザサイドの要因は、P.6の表に統合すべ

きかもしれない。また二ーザの婦属集団の要因としては、

伝統回帰傾向や斉一性、歴史的経緯や民族意識などが冴

えられる。

P.8

人工物の多様性には、空間軸に対応したものと時間軸

に対1心したものがある。前者は、国家や民族など、 P.6

で図示した要因によって、同時代でありながら多様な人

工物が用いられていることに関係している。また後者は、

古代から中世、近世、近代、現代というように、同じ場

所であっても多様な人工物が用いられていることに関係

し、さらに時代の変遷にようて P,6 で図示した要因が相

互に絡み合うてきた結果として多様な人工物が用いられ

るようになることに関係している。

P.9

ここでは、逮成すべき目標と人工物との関係を示して

いる。基木的な関係は3菰類あり、ーつの日標に対して

ーつの人工物が作られ利用されているケース、ーつの目

標に刈'して複数の人工物が作られ利用されてぃるケース、

複数の目標に対して冏一の人工物が作られ利用されてぃ

るケースがある。また、それらの組み合わせによる関係

もある。

一刈'ーの関係は、意外に少ない。たとえぱ、特定のテ

レビなりエアコンなりに用意されたりモコンは、その機

祇のためだけに利用され、他に代用品がないように、思え

るが、現在では学習りモコンという製品があり、一対多

のケースに入0てしまう。昔の事例では、側団子[4]など

はほぼ一対一に近いといえる。昔のΠ木のトイレはいわ

ゆる直下式で、小便をしても大便をしても落下音がした。

それを紛らわtために、良家の女性用として、小便用に

は厨士城、大便用には回団子なる道具が考案されてぃた

という。前者は水の入った士瓶、後者はひものっいた士

饅頭で、ともに便の落下音に近い音がする。近年、水洗

トイレで小便音をマスキングtるスピーカを設置寸る事

例があったが、大便の落下音というのは直下式トイレな

らではのものであり、おそらくは一対一とい0ても良い

だろう。このように、一対一は、むしろ特殊な場合とい

つていいだろう。

一対多の関係は、コミュニケーションという目標達成

のために、対而、手紙、藥書、竃報、固定電話、携帯竃

話、無線通信、携帯メーノレ、パソコンメールなどの手段

が存在しているようなもので島る。人工物発述学の着想

は、この一対多の関係の多様さに着目して生まれたもの

であり、その意味でも多数の事例が存在する。また人工

物発迷学では、なぜ、特定のユーザによ0て特定の状況

で特定の目標達成のために特定の人工物が選択され利用

P.フ

次に人工物の多様性にっいて、その要因を区別する。

同一の日標逮成を支援する人工物であっても、製造上の

要因、ユーザサイドの要因、ユーザの帰属集団の要因に

よって異なるものが作り出され利用されてぃる。

製造上の要因には、表に掲げたように、原材料の入乎

容易性や加工装置の利用可能性、製造コスト、デザイナ
の美意識などの要因が含まれており、ユーザサイドの要

因には、達成目標の重要性、朔待される耐用年数、りテ
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されたのかを問うが、同時に、なぜそれ以外の人上物が

選択されなかったのかについても問いかける。それによ

0て、選択され利用された人上物のもつ必然性を明らか

にし、それがどのような側面に開して有用であるのか、

ユーザの価値基準に木当に適Aしているのか、より介理

性を追求しないのは何故か、などを昔察する。

多対一の関係は、たとえば箸を、食物を挟むため、食

物を例り分けるため、食物を鞁せるため、食物を剌すた

め、器を引き寄せるため、食物をより分けるためなど、

多様な日標述成に利用することに相当する。もちろん、

後三者は、それぞれ剌L箸、寄せ箸、探り箸とい0て、

マナーには反するものとされているが、箸の利用形態に

含まれていることには違いがない。ティッシニペーパー

など、木来的に多目的なものも存在し、この開係に該当

する人上物も比較的多い。

P.10

このスライドは前項で述べた、人工物発逑学の「素朴

な疑問」「素朴な若眼点」をまとめたものである。

ただ、商品企画の場西で、新たな人工物をぢ案しよう

と寸る時には、そもそもユーザがその人工物を利用して

述成しようとしている日標は何なのかを、根源に遡って

検討寸ることで、新たな碧想を得ることが出来るという

可能性を弩えている。これを方法論としてまとめること

ができれば、商品企画の乎法として有用なものになると

思、われる。

行足豹

不充足

顛客の満足感

渇足

仕万ない
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1『:'゛、ニ'T.1 、)

ー^^^

気に入ら串い

P.Π

この段階で、人工物発述学に関するいち船うの定義を

試みた。それは「人間が、その目標逑成に用いる人工物

の多様性の実態を明らかにし、その発達に関与する要因

を整理し、その最適性を検証し、最適な人工物設計への

指針を得る」というものである。

第一の点は、P.8に示したような空間的変異と時間的変

異に関わるものであり、したが0て人工物発述学は文化

人類学や民俗学と歴史学との関係が深い。

第二の点は、P.5やP6で示したような人間の多様性や

社会・環境的要因に関するものである。

第三の点は、ユーザエ学の視点である。すなわち、人

間がどのような人工物によ0て、その目標述成を満足で

きる形で途成しうるのかを問うことである。彪、ずしも利

用品質や安全性、信'頬性などが高いことは満足感と相関

しないことは既に知られている。これは狩野[51による当

たり前品質'(must・be quaⅡW)と魅力的品質仏ttractive

qualiw)の区別に対応寸る側而もある。狩野モデルではこ

うした品質特性と満足感の関係を図のように説明してい

る。

゛Ⅱ、'1■、-1 1111?!P亨、、1・.,fl 、

図1 狩野モデル

(http://tcch.d.mba.googlepagcs.com/ka口omodeはり)

気に入る

ただし人工物発述学で注巨寸るのは、人工物の特性が

なぜ織力的品質になったり当たり前品質になったりtる

のか、という点である。たとえぱ多機能性は、人によっ

ては魅力的品質になりうるが、人によっては当たり前品

質、もしくは一元的品質であったりする。それは個人の

価仙観による。また、狩野モデルは市場経済の中におけ

る製品に関しては適合すると者えられるが、人間生活は

市場経済だけに収まるものではない。たとえば宗教儀礼

で執り行われる祭祀の乎順という人工物は、魅力的品質

でも当たり前品質でもなく、絶対的品質とでもいうべき

ものである。なお、大局的にみれぱ、そうした儀礼の位

置づけが生活のなかで低下してくれば、劣勘氾の乎順は簡

略化されたり代用されたりもする。このようにじ満足感

は価仙観と密接に結びついた概念でもある。

第四の点はP.10で述べたような商品企画の乎法として

の発展の可能性に言及したもので島る。

苫庄n'1

不満足

当1ヒ1_」而

充足

P.12

これは人工物発述学プロジェクトが、総研大の柴山高

等研究センターの科学と社会という枠組みの中に船ける

助成金を得ていることから、その点について説明したも

のである。

P.13

こから人工物の多様性の室間軸についての説明となこ

る。

P.14

例1は人工物発逑学を提唱しはじめた当初から不思議

に思、つていたケースである。 n木で鎌というと左側のよ

うな乎鎌(slckle)を意味している。しかし欧米には乎鎌も

あるが大鎌(scythe)があり、乎首のスナップの代わりに腰

をひねって刈り取りを行っている。

こうい溌昜而を映画などで見て、なぜ日木で大鎌が発

述しなかったのかと觜え込んだのである。可能性として
4
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理
的
充
足
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ー
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人工物発述学とは(20仭.6時点での解説)

冴えられたのは、稲と麦という対象物の腰の強さなどの

物的特性の違い、刈り取うた穀物の集め方の違い、水田

と畑という物理的環境の違いなどだったが、田植えをす

るときに稲は株を単位にして植え付けられているため、

手鎌での収穫に向いている、という可能性が一番尤もら

しいように思われた。未だに正確な理由は分かっていな

し

P,15

腕時計は元々アナログだうたが、1972年にデジタルウ

オッチが開窕され、それから急速にデジタルウォツチが

市場に広ま0た。しかしハイテク機器の伯f剣才急速に低

下し、それにつれてデジタルウォッチに対する魅力も低

下したようで、ふたたびアナログウォッチが流行tるよ

うになった。ただ、最近では、時間を知るためには携帯

電話を使うなどの多様な乎段があり、必ずしも腕時計で

時間を知る必要はなくな0た。そのために腕時計をしな

い人も増えたし、腕時計は装飾品としてデザインの面白

さやプランド価値を圭張するような商品に変化してきた。

その結果、現在の販売店にはアナログウォッチとデジ

タルウォッチが並んでおり、人々はそのどちらかを選択

し、さらにその中で機種を選択するような場面に直面す

ることとなった。

そうした状況の中で、たとえば、人々はなぜアナログ

ウォッチを選択するのか、いいかえれぱなぜデジタルウ

オッチを選択しないのか、といった問いかけをしてみた

くなる。この問いはかなりダイレクトに人々の価値観に

関係することになる。ーつの問いかけは、デザイン性を

重視するのか機能性を重視するのかというものである。

それに対する特えが得られたら、炊に、なぜそうした価

値観を適用するのかを質問することになる。たとえぱデ

サイン性を重視すると回答した人が、生活の中の人工物

tべてにっいてデザイン性を重視しているとは限らない。

ではなぜ腕時計にはデザイン性を求めるのか・・という

具合に問いかけは連続してゆく。

あるスプーンとフォークを利用しており、スプーンをナ

イフ代わりに使う場而もある。

さらに欧州ではナイフ、フォーク、スプーンとい0た

いわゆる洋食器を利用している。我々は日常生活で、こ

れは西洋料理だから洋食器、日本料理だから和食器、と

いうように当然のようにして使い分けをしているが、な

ぜそうな0ているのかを問うことは少ない。

興味深いのは、そうした点に根木的な疑閻を抱いたか

らであろうか、日本では洋食に和食器を使う店が少しな

がら出てきている。同じ麺類なのだからということでス

パゲッティを箸で食べさせる店がある。またサイコロス

テーキというのはナイフで匂」る'、要がなく、箸で食べや

tいように食物の形状を変化させたものである。

P.17

コミュニケーションという目標達成に多様な人工物が

存在することは既に述べた。築者は、ここに焦点をあて

ながら調査を行0てきた。これまでに様々な興味深い知

見が揚られたが、人工物の選択・利用には、ユーザのり

テラシー、入乎の容易さ、家族関係、状況の緊急度、所

在場所への依存度、コミュニケーション相手との整合性

など、多様な要因が関係していることが分かってきた。

P.16

生活の中における人工物として食に関わる人工物は身

近なものであるだけに興味深い。箸はそのーつで、日木

だけでなく、韓国や中国でも利用されてぃる。しかし日

木の箸は木か竹を素材とし、断面が正方形もしくは丸で

あるのに対し、韓国では金属製で断而は長方形に近い。
また中国は素材的にはΠ木に近いが断面形状は丸が多く、
先端が日本の箸ほど細くなうてぃない。さらに箸の置き
方が、 日木では食卓の縁に並行(横向き)に置くが、韓国

や中国では直角(縦恂き)に置く。

な違いがあり

なるのである。

P.18

炊は時間軸についてである。

P.19

時間軸に関する窕述には、垂直発達と水平窕迷を区別

することができる。垂直発逮とは、新たな人工物の開発

や導入によって、それまで利用されてきた人工物が置換

され、あるいは駆逐される場合である。それに対し、水

平発迷とは、新たな人工物が開窕ないし導入されると、

それが従来からある人工物に付加される形になり、 ^^

ザにと0ては選択肢が増す結果になる場合である。

5

このように箸を利用する東アジア圏の中だけでも微細

、そこに「何故」という問いかけをしたく

また東南アジア諸国では、元来洋食器で

P.20

埀直発逑の例として、洗濯(衣類をきれいにする北い

う目標述成に関わる人工物の窕述経緯を見てゆく。利用

されうる人工物として現在は、洗濯機の利用やクリーニ

ング店の利用などが当えられるが、宅内で洗濯をする場

合に限定して人工物発逹を見てゆく。

その歴史的経緯は、基木的には人力から竃気の利用へ

という流れど、複数の機能を統合化してゆくという流れ

に特徴を持っている。

P.21

歴史的にいつ頃から洗濯という行動が、さらにはそれ

を引き起こす動機付けが起きたのかは分からない。獣衣

をまと0ていた時代であれぱ洗濯は必要なかっただろう

ι
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人工物発迷学とは(2009.6時点での解説)

から、恕、像司、るに繊維物を身にまとうようになってから

のことだろう。汗を吸収する繊維質は、洗濯をすること

でその吸収力が改善し、悪臭もなくなる。そんな発見が

洗濯の契機となったのかもしれない。

人力だけで洗濯を行う場合は、乎で1柔ノνだり足で踏ん

だりして、ともかく衣類の繊維と水をよく混ぜ合わせる。

人工物として利用されるのは、衣類を載せる台としての

石であり、また時に衣類を叩く棒である。

P.22

水辺が近くにない場介には、乎近な場所に水をくみ置

き、それを使0て乎で洗濯をtることになる。タライは

そのような目的で開発された人二物である。さらに繊維

と水の混ざり具合を良くするために洗濯板が開発された。

P.23

洗濯という目標は、基木的に、洗う、絞る、乾かtと

いう行為によって述成される。これらそれぞれの行為を

人工物によって支援するだけでなく、その連続性を支援

することも洗濯とい田標途成における人工物の有効さを

高めるもので島る。

洗濯に竃力が利用された最初の段階では、それは、モ

ーターで水流を作り、その中で衣類を採み込むことによ

つて汚れを落とす、という基本的発恕、にもとづくものだ

ウた。

歌にくるのは絞るだが、当初はそれを乎で絞っていた

ものの、やはり水を含んだ衣類は重く、結構たいへんな

作業となる。そこで口ーラーで水を絞るという発想を洗

濯機に取り付けた製品が開発された。これによって労力

は軽減されたが、ローラーの中にうまく平均的に衣類を

入れないと、途中で洗湘物が詰まってしまい、逆回転で

戻すことも発生した。

この時代、乾燥という行為は、物乾し場で、ロープま

たは竿に洗濯物をかけて、由然乾燥させるというものだ

0 」,0

向である。そのバージョンを開窕した段階で、発生しう

る問題点が予見できなかったのかが問われるところだが、

その起こりうる問題点を解決する技術がまだ開発されて

いない段階では、トータルとしてのメリットとデメリッ

トのバランスによって、結果的には中途半端であ0ても

製品として成立しうるのが一般的な傾向である。

P.25

洗濯槽に脱水機能をつけた所訓令白動洗濯機が登場し

たのは、その炊の段階である。

これで洗濯という目標述成に発ける洗うと絞るという

行為については、ほぼ完成升引こ近づいたとぢぇられたが、

次に問題となったのは乾かすという行為の人上物による

支援であった。脱水されているとはいえ水を含ノνだ衣類

は重い。それを乾燥場所まで運ぶ労苦を樫減しようとい

うのが、次の課題となった。

P.26

そこで乾燥機という人工物が登場した。ヒーターによ

る加熱と回転との組み合わせで衣類を乾燥する仕組みで

あり、一般には、全由動洗濯機の上にそれをセットする

形態が取られた。

この組み合わせの場合、加熱回転という乾燥に向かな

い衣類、たとえば麻物とか絹物の場合には、それを取り

分けて、別途乎で干司、ことになった。

この組み合わせによって、洗う、絞る、乾かすという

行為の人工物による支援は一応完成形に近づいたとぢぇ

られた。しかし、メーカーの設計者は次の課題に挑1伐し

た。それは全自動洗濯機から乾燥機への衣類の移動操作

をなくすということであり、またそのころから流行し始

めていたエコロジー的配感を取り込むことだ0た。

P.24

絞りの大変さを軽減tる目的で、洗濯機に述心力で水

をとる脱水機が取り付けられた。これが所訓二槽式洗濯

機である。

しかし、この場合、洗湘槽から脱水槽に水を含んだ重

い洗濯物を移動する乎間がかかり、かつ冷水で洗濯をし

ているような場合には特に冬場は水の冷たさに難儀寸る

ものだうた。

ちなみに、このようにして新たな人工物が開発され、

以前の人工物を駆逐するような場合でも、それが問題の

完全な解決にはなっておらず、また新たな問題がみつか

り、それを解決するために、次の人工物を開発する、と

いうサイクルは、特に機器開発では一般的に見られる傾

P.27

そこで、全宿動洗濯機に乾燥機の機能を組み合わせた

洗濯乾燥機なる製品が登場した。またドラムを斜めにセ

ツトすることで必要な水量を減らし、エコロジー的配慰

も迷成した。

ただ、この洗濯乾燥機が令白動洗濯機+乾燥機という

組み合わせを駆逐Lたかというと、ι、ずしもそうではな

いのが現状である。この洗濯乾燥機でも、麻物や絹物の

取り分けは'、要であり、必ずしも一気に白動的に洗濯が

完了するわけではない、というのもその理由のーつとし

て考えられる。

P.28

この洗濯機の垂直方向での窕達を表にまとめたもので

ある。縦軸には、基木機能の実現というスタート地点が

あり、それに発逮方向があり、それがどのような結果を

もたらしたかが書かれており、横軸には、その人工物に
6
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人工物発述学とは(20仭.6時点での角秤鋤

よる支援が、生活のどのような場而を目標としているか

を区別している。

洗濯機の発述は、洗う機能の白動化に絞る機能が付加

されることによ0て省力化が行われ、二っの機能が統合

的併存をすることとなった。さらに乾かす機能が付加さ

れて省力化が図られ、統合的併存が進行した。
このような内容を表現tる意図で作成した表であるが、

必ずしも・1,分なものとは思っていない。

P.29

次に、水平発述の例として、音楽を楽しむという目標

述成に関わる人工物支援を冴えてみたい。

P,30

当初、音楽はライブ演奏のみであり、録音ということ

は不可能だった。したが0て人々は、その場、その時に

音楽を楽しむしかなく、その一回性が特徴であった。

エアチェックをして録音をするカセットレコーダの組み

合わせである。こうしてラジカセが登場した。メディア

としてはカセットテープからMDへの以降が、さらに録

音済みメディアとしてのCDへと以降した。

これも時間と場所からの白山度という点で特微的であ

り、ラジカセを好きな場所に持0て行き、好きな時に音

楽を楽しむという傾向が生まれた。

時に、その他の複合も試みられ、テレビを組み合わせ

たラテカセのような商品も生まれた。しかしテレビ視聴

という行為の木質は、場所からの白由を必ずしも"、要と

しないものであり、結果的には普及せずに終わった。

P.31

録音という機能を実現したのは、エジソン式蓄音機だ

0た。もちろん音質などを問える段階ではなく、人々は、

音声や音瓣が録音できたという事実だけで喜び満足した。

これは時間からの白由の獲得といえるが、まだ場所から

の白由は獲得できずにいた。

P.32

その後、'電気を利用することにより、真空管が、さら

にトランジスタができ、様々な回路の工夫がなされるこ

とによ0てステレオが開窕された。またメディアとして

のレ=ードも発途した。一時的にはプラスチックシート

を利用したソノシートというレコードも登場した。

P.36

それらの複合機能を小型化した携帯プレーヤや力ース

テレオは、歩行や運転による移動にもかかわらず、移動

場所において音楽を楽しめるという、高水準の場所から

の白由の獲得を可能にした。

P.33

軽薄短小というのは、技術の進歩を示t概念集合体で

あり、音楽などの聴取にも小型化の波が押し寄せた。同

時に、トランジスタを利用することでポータブル化も実

現され、場所からの由山が逹成された。

P.37

うした流れが音楽を楽しむという行為に関する人工^

物の禿途の経緯だが、小型にすると音質や音量が十分で

ないという事実がーつのネックとなり、またりアルタイ

ムで送られてくる情報の乎軽さ(ソースを取り朴える必

要がない)も重宝され、結果的には、ラジオ、ステレオ、
携帯オーディオといった各種の人工物が、それぞれの特

徴を生かしながら併存しているのが現状である。

さらには、ライブ演奏も、その共時性による感動のた

めか、いまだに頻繁に行われており、音楽における人工

物の利用は水平的に、新たな人工物が付加される、とい

う経緯をたど0たといえる。

P.34

場所と時間との由山の逹成は、カセットプレーヤなど

の録音機器と叱、要なメディアの開発によって可能となっ

た。写真にはないが、最初のメディアはオープンリール

のテープで島り、炊いでそれを小型化し、カートリッジ

化したカセットテープが登場した。

P.35

複合化というのは、洗濯機の場合にも見られた傾向だ

が、オーディオ機器においては、聞くと撮るという連絖

した行為の併合が行われた。つまりラジオと、そこから

P.38

音楽視聴における変遷をR28と伺様の表にまとめたも

のである。ただ、前述のようにあまりキレのいいまとめ

方とはいえない。

R39

P.38 の表において、娯楽という目標と、感性価値の増

大という発逑の仕方とは、似ているようで異なる概念で

あることを示したものである。

P.40

ここからは、人工物発迷において重要な役割を果たし

た価値観に関し、基準となる価値と人工物の選択や創出

との関係を者察した別のPPTである。

P.41

人間と人工物の入手に開しては、消費者行動論という

マーケティングの一分野が関係している。そのなかで代
7
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人工物発述学とは(20仭.6時点での解説)

表的なモデルが、En三e1らによって捉案されたEBMモデ

ルである[6]。このモデルは消費者を対象としてぃるため、

消贄者がいかにして人工物(商品)の賊入に系るかという

プロセスをモデル化している。そのため、消費者が人工

物を購入し、ニーザとな0てそれを利用しはじめた後の

プロセスにっいては、 consumphon の次にある
Post、purchase Altemative EvalualioD といった形で簡単に

表税されているだけである。ようするに、マーケティン

グという市場(m討ket)原理に関わる研究領域では、売れる

ことがtべてであり、売ってしまった人工物がどのよう

にユーザに利用されるかはあまり重視してぃないという

ことだろう。

1990年代から盛んに言われるようになった CS

(cuslomer satisfacti0η)の弩え方は、こうした伝統的なマ

ーケティングの考え方を発展させ、 CRM (customer

Relationship MaMgement)という循環的な消費者行動に刈

tる見方を導入したことによって生まれた。このような

見方は、売りっぱなし、売れれぱ良い、という哲え方に

灰省を迫るものであった。その意味ではf前述の EBM

は、循衆構造については分かうているが、特にその前半

の消費行動をモデル化したものである、と見ることもで

きる。

傾向をも0ていて、キ削こそのなかでも火きな比重を占め

るのが、その人の価仙観左・特ψeづけるものである、と"等

えることかできるようにな0た。

ただ、この6つの価値基準を利用して人工物利用の調

査を行0た結果、(あらかじめ熟應tれば分か0たことか

もしれないが)これらは人工物の選択や利用にはあまり

関係がなく、たとえぱ軽苅短小のような人工物の品質特

性に対するウェイトの置き方の方が重要であることが分

かつてきた。

R42

この EBM などの浩費者行動モデルに対し、黒須と女

藤[刀は、この図のようなモデルを捉案した。左半分は消

費者としての人淌に関わるものであり、右半分はユーザ

としての人間に関わるものである。真ん中にはそれぞれ

の役割をも0た人間が行為を行う際に関係してくる特性

がりストされている。

詳細については、このフローを左上の「漠然とした感

覚」のところからたどっていただけば良いのだが、
^^

^^

には二ーザとなった後も人工物に対する評価を灰復し、

必要であれぱ改めて消費者として行動する人間の循衆的

な姿が描かれている。

人間の特性のなかで特に重要なのは、特に二ーザとし

て行った評価が記憶(特に長期記憶)に保存され、それが

消費者としての次の選択行動に影響を及ぼしてぃる、と

いう点である。

P.44

人工物の品質特性を、購入時d肖贄者として)と利用時

(ユーザとして)にわけて考感してみると、雌入時には比

較的共通性の高い一群の品質特性が評価に関係しており、

利用時には人工物が支援しようとしている目標行動の種

類によって異なる品質特性群が評価に関係していること

が分かってきた。

前老には、デザインや性能、機能、価橋、プランド、

評判などが含まれており、後者には、たとえば情報探索

という目標述成に関しては、容易さ、迅速さ、コスト、

操作のわかりや司、さなどが、またコミュニケーションと

いう目標途成に関しては、容易さ、迅速さ、コストなど

の他に、対人的な札儀に関tる基準も関係してぃること

が分かった。

P.43

人間の特性のなかで基準的価値観の重要性もあると考

え、既存の価値1説モデルを探索し、 SP肌口ger による価値

類型[8]に行き着いた。

これは、人制の価仙観を、皿掘制西仙、怒済価値、響共

価仙、宗教価'仙、社会価値、柘リ」価仙の6つの類型に分

けるもので出)る。もちろ/υ人1弁モデルのように、穿it鼎論

の時代から特性論の岫オtに移行してからは、これら6つ

を牛炉1生と 1、てみなし、だれでも大な"小なり、そ才1,ら0)

P.45

これらをまとめると、消費者としての視線は、デザイ

ンや感性によって魅力品質に引きつけられ、さらにコス

トや機能・・性能についても影響される。ただ、機能や性

能についてはカタログスペック程度であり、実際のとこ

ろは利用してみないと分からない。また、友人などの評

判やブランドイメージも関係tる。そのようなわけで

Prefe祀nceがコアコンセプトとぢぇられた。ただ、税在で

は attractivenesS と言い換えた方がいいかとも者えている。

これに対し、ユーザとしての視線においては、実際に

利用して利用しやすいこと、すなわちユーザビリティな

どの当たり前品質がきちんと構築されていることが重要

になってくる。ここでのキーワードはSatisfaction である。

8

P.46

このような観点から、消費者としてもユーザとしても

関連性のある価値基準をいろいろと集めて整理したもの

がこの表である。

ここには、評判、ブランドから廃棄性や新規性などま

で、多数の価値基準がりストされているが、述成しよう

としている目標にすべてが関連しているわけではなく、

目標によって該当するものとしないものとが含まれてい

る。また、個人によって、それぞれの価値基築に対する

加軍は異な0ている。、

kawanoak
長方形

kawanoak
長方形



人上物発述学とは(2009.6時点での解説)

要約すると、まず、 R標述成に開連性のある基準群を

リストアップしたべクトルを恕定し、それに刈'して個人

ごとの加重べクトルを用意しておく。次に、各人上物に

刈「上る基準べクトルに刈',、る討H而をイΥい、評価べクトノレ

を拙h戈寸る。加取べクトルと評価べクトルの内桜、すな

わち加圷薪怠和が、その人上物に刈司、る評価仙となる。 こ

のような4え力を1'木モデルと寸れば良いかと.号えてぃ

る。

おわりに

今回、 PPTに刈'する解説をこのような形で執笊してみ

て、まだ人上物発述学は理論体系として完令な形になっ

ていないことが内覚された。

今後も、さらにその休系化や内的整介性の向上にっと

め、さらには、当初R的のーつで島った開発1ヰ去として

の整備に向けて努力を続けていく彪、要があると"えてぃ

る。諾賢氏のニメン Hこ朔待している。

円
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